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事業概要 現道課題
冬期の安全・安心の確保

豪雪により身動きが取れなくなった車列

〈現況横断面〉 〈計画横断面〉

    一般国道４９号は太平洋と日本海を結ぶ
大動脈であり、いわき市、郡山市、会津若松
市、新潟市などの主要都市をつなぐ、地域間
交流・連携・産業経済に欠かすことのできな
い重要な路線です。
    また、福島と新潟両県を行き来する交通
の８割が国道４９号及び並行する磐越自動車
道を利用しています。
一方、会津地域は全域が豪雪地帯（または特
別豪雪地帯）にあり、冬期間の交通障害が度々
発生しています。
    さらに柳津町と西会津町の間にある藤峠
は、急峻な地形のため急勾配及び急カーブが
連続し、大雨など異常気象時に落石等の災害
が発生する恐れのある区間も有り、交通の難
所となっています。
    会 津 防 災 は、これらの問 題 を解 消するた
めに柳津町藤～西会津町睦合までの延長約
�.�ｋｍの２車線道路として計画されました。

一般国道４９号

第３種第２級
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２車線

路　線　名

構 造 規 格

計 画 速 度
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「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平27情複、703号）」

W=8.5m
1.0m 1.0m3.25m 3.25m

土工部

W=11.0m
2.0m 2.0m3.5m 3.5m

土工部

（Ｈ２２．１２．２６発生）

不動川と交差（唐目貫橋）付近

N

道路の断面

広域地図

道路規格

整備効果
冬期間の交通障害

急勾配・急カーブの連続
走行性、見通しの悪い現道

トンネルにより風雪の影響を受けない道路へ

整備後

トンネルにより土砂災害の影響を受けない道路へ
災害に強く

東日本大震災において緊急輸送路としての役割を果たした経緯
もあり、冬期豪雪時などにおいても継続して緊急輸送路として
の機能を確保、信頼性を高めます。

走行性の向上
急勾配・急カーブの解消により走りやすい道路へ

災害時の緊急輸送路の確保

整備前

整備前 整備後

整備前 整備後

位置図

急勾配・急カーブ

急勾配・急カーブ


